黒川本『源氏大鏡』の依拠本文 by 竹本, 由子
一、黒川本「源氏大鏡」の本文系統
黒川本『源氏大鏡
』の依拠本文
「源氏物語」の梗概苔として中世に
成立した作者未詳の
r源氏大錢」は、「浅聞抄」「三帖源氏」「無外題源氏抄」等の異名を持ち、同時に、それらの諸本の総称でもある。
この「源氏大錢」を、稲賀敬二氏は「源氏物語の研究」
（昭和四十二年、笠間習院刊）の中で、本文系統別に次の四類に分けている。
第一類本（校訂本文）
一、きりつぽ桐壺は大内四十八見呼引
55q
団月
。
⑱引刈り利
と
云
も
桐
壺
の
から名と見ゆ。大
上
天皇
を
も
いず
れ
の御
時
にかと本に有り。此御門
に
女御更衣あまたさぶらひ給
ふ中 、ゃんととなききはにはあらぬが、すぐれて時めき給ふ有りけり 云ふは光源氏の御母なり。．（以下陥
）
第二類本
（
刈谷図醤館蔵「浅聞抄」）
一、きりつぼ
．
いづれの御ときにかありけん女御かういあまたさぷ
ら
つマ）
ひたまふ
けろなかに、いとゃんととなききわにはあら
ぬが、すぐれてと
きめき給ふあ
りけりといふは光源氏
の
御母なり。（以下路）
第三類本（稲賀敬二氏蔵「源氏大鏡」）
桐壺きりつぽは五舎の其ーつ也。しげいさといふも桐壺也。五舎とは梅壺・梨壺•藤つぽ・きりつぽ・かんなりのっぽ
の事也。太上天塁をもいづれの御時にかとぃへり。
此御門に
女御•更衣あまたさぷらひ給
ふ
中にゃんとと
なききはにはあらぬがすぐれて時めき給ふ有けりと云は、光源氏の御母也。（以下略）
第
四類本（品原松平文印蔵「光源氏一部歌」
）
一、桐壺
本
由
子
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（→ 
和歌の依拠本文二、
黒川本「源氏大鏡
J
の依拠本文
（以下路）
「源氏物語大成」の本文と比較
とられける一ひき夕れぬ
かこたむ＿ころも
いつれ
の御時にかねうとかうゐあまたさふらひ給ふ中、めしきmはやむ取なし
にいと兌ゆことなききーにはあらぬがすくれて時めき蛉祠限這認f
)
私の取り上げた黒川本「源氏大銹」は、これら四系統の
本文のうち第一類本に近似しており、右の引用部分においても、第一類本の傍線部①が「ひとつ也」、傍線部②が「淑涼舎」と
なっている程度の異同であり、このことから
も黒川本は第
一類本に屈してい
ろと考えられろ。
黒川本「源氏大鍍」の依拠本文を隅ぺるにあたっては、
まず、音数律の制約のために「源氏物語」の 文をそのまま引用してい
ると考えられろ和歌の方から、原典の諸本の
本文との比較を試みてみ
た。
「源氏大鏡」は、原典の作中
歌を網羅していろことを、その特徴の一っとしているので
．あるが、この黒川本においては、不注意によろ書
き落し
と
思われる三首と、 歌との混同によろと思われる一首との計四首の脱落が
あ
るため、実際に記載さ
れて
いる
のは七九
一首である。
この七九一首
について、
/／/ /／/ )／/／ /／/ 
大成本文
（表l)
し、
異同のあるものの中で、「大成」所収の他の諸本の異
文と一致する共通異文を調ぺてみろと次
の
ようになっている。
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注0●△はいずれも黒川本との一致を表ゎす•（但し‘
●は
並記、
△は｀こ
セ
ケチによろ一致を表わす）
②／は諸本の欠巻を示す。・③諸本
の
略号は「振氏物語大成」に依ろ。
このようにして夢の浮橋の巻までを謁ぺてみると‘
―二
七首、
一三九箇所の共通異文があった。
これらの共通異文
を諸本別に見てみると次のようになろ。
①育表紙本系統
肖柏本・・・・・・・
・・
・・・ニ三例
'三条西家本·9,；・・ニ0例横山本…’・・
・・・
・・
・一六例
池田本：
．．．．．．．．．． 
一五例
③河内本系統
大島本・・・
・・
・・
・・・・・七九例
尾州家本・ ・・・・ 七二例七憂涼氏・・
・・・・・・六八例
高松宮家本・
・・
・・・六一例
鳳来寺本
・・・・・・
・・ 五0例
平瀕本・・・・
・・
・・
・・ 四
三
例
御物本・・
・・
・・・・三九例
＠別本系統
陽明家本：’,
．．．．． 
五八例
保坂本・・・・
・・
・・・・・・三五例
国冬本・・
・・・・ ・・・・三一例
阿里莫本・ ・・・・・・三一例麦生本：・・ ・ ニ七御物本・・
・・・・・
・・・・・ニニ例
この数字によれば、
黒川本は河内本系の本文に近似して
いろように見えろが、
この河内 系の諸 には多くの欠巻
があるため、
前述の異同数を単純に比較して結論を出すこ
とはできない。
そこで、
諸本の欠巻部分に相当すろ箇所を、
異同総数一三九箇所から個々に除くという操作をした上で、それぞれの一致率を出してみると次のようになった。0
円表紙本系統
肖柏本：
．．． 
；・・・
・・一七•四。ハーセント
横山本：
． ．．．．．． 
一五•O。ハーセント
三条西家 ・・・・・・一四
・四
パーセント
池田本：
．．．．．．．．．． 
一―•四。ハーセント
③河内本系統
御物本・・・
・・・・＇；：六七・ニパーセント
大島本・・ ・・・・ 五六
・八パーセント
七奄源氏：
．．． 
，・・・
・五四
・八
。ハーセント
尾州家本…••':＇
五三
・三パーセント
平瀬本：・・
・・
・・・・
・五ニ・四。ハーセント
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〇 △ ▲ は い ず れ も 黒 111 本 と の 一 致 を 表 わ
す 。 （ 但 し 、 △ は
ミ セ ケ チ 、 ▲ は 異 本 に よ る 一 致 を 表 わ す ）
② ／ は 該 当 歌 の な い こ と を 示 す 。③ 招 本 の 略 号 は 稲 賀 敬 二 氏 「 源 氏 物 紺 梗 概 sg に あ ら わ れ た
中 世 の 流 布 本 文 研 究 ー 源 氏 物 語 和 救 異 文 一 覧 ー 」 （ 『 広 島大 学 文 学 部 紀 要 』 24 巷 3 号 ） に 依 る 。
このように、黒川本の独自異文かと思われた異文の多く
は、「 源 氏 大 鋲 」の諸本はもとより、「源 氏 物 語 捉 要 」「 源 氏 大 概 真 秘 抄 」 等の中世 梗概魯 一 致している。こ
のこ
とは、これらの異文が、現存 する「源氏物語
J
の諸本
以外の本文、つまり｀当時の別本系 一本文に 依
拠してい
注①
声74一いは ぬ を は
いはぬをも 戸 さ しに
若 紫
[L________M_ 56 53 51 
戸立波浦こ室見
さと哉のしのる
しま か戸へ
もれ は ほ き
そ
なうこ松み
みらしのる
かにか戸へ
は とほく
そ
た ちとまり
゜ ゜ ゜ 。 ゜ ゜ ゜
△ 
（以下略） / ／ / ／ / / 
000 0 / / ／ 
0 0 0
0 / ／ 0 / 
〇▲00 0 / ／ /0 0
0 / ／ / ／ 
00
0 / / /
／
00
/ ／ ／ /
0 0 0 / ／ / /
仁）
ることを示唆するものであろうと思われる。こう考えてみると、思川本の依拠本文は別本系のも であり、おそらくそれは、河内本 系と、別本系の賜明家本・御物 本 ・ 国 冬 本の要素を多く含んだ本文であろうと思われ 。
また、表2に お い て 、 「 源 氏 大 鋭 」の諸本の中でも、第
一類 本の平戸松浦史料博 物 館 蔵 「 源 氏 大 鐙
J
( 略 号 ー 大 ）
と 一致率が八五 。 ハ ー セ ン トと極めて高く、 つ い で 第 二 類本の刈谷図甚館 蔵 「 浅 聞 抄 」 （ 浅 ）の
”
ミセケチーの部分
と
i
致 が 多 く 、 逆 に 背 表 紙 本 系の第一ーー類本の稲四敬二氏
蔵 「 無 外 題 源 氏 抄 」 （ 無 ）とは、わずか二箇所しか一 致ていない
いう事実は 、 諸 本の性格上当然のことであろう
が 、 典 味 深 い 現 象 で ある。
以上のように、黒川本
の和歌の依拠本文は河内本・別本
系
のも と考えられる
が、その中で
も現存しない別本系の
本文の要素をかなり強く持っていると言えるであろう。
散 文 部 分の依拠本文
和歌以外の散文部分については 、 原 典 を 中 心 実 に 引 用 す ろ
というよりは、 むしろ、細切れにし、圧縮した形 引用と
、
原典の内意を要約 し た も
の
とから形成され
ているので、依
拠本文がどの程度生かされているかという点については判断しにくくなっている。しかし、次の例のように、黒川本
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の依拠本文が、河内本・別本系の要素を強く含ん
で い る
こ
と を 示 し て い
る部
分がある。
ま ず 、 別 本 系 の 要 素
の強さを示唆するものとしては、桐
壺 の 巻 の 部 分 が 挙 げ ら れ る 。 黒 川 本 で は 、
風 野 分 た ら て は た さ む き 夕 暮 の ほ と 常
よりもおほし出
る 事 お ほ く て （ 以 下 略 ）
（ 八 オ 10
ー
12 )
となっている
部分は、桐壺の帝が亡き更衣の里に収負の命
婦を遣わす場面の杏き出しの部分
であ
るが、「大成」所収の
諸 本 は す べ て 、 「 野 分 た ち て
． ． ． 
」 で
あ り
、 fl 風 ” と い う 語
は な
い。しかし
、 「 源 氏 大 鍍 」 で は 、 四 種 の 諸 本 の い ず れ
も が 「 風 野 分 た ち て
． ． ． 
」となっている。さ
ら に 、 r 源 氏 小
鋭 」 に お い て も 、
風 、 野 分 だ ち て
、物あはれな
る夕暮に（
高井家本 三 四 二 下 2
ー
3 )
と な っ て い る の で 、 『 源 氏 大 鏡 」 や 「 源 氏 小 鏡 」 が 成 立 した 当 時 に は 、 「 風
野分たちて
． ． ． 
」という別本系の本文が存
在 し て い た の
ではないかと考え
られる。
次いで、河内本系の要素を含んで
いると
思われる部分は、
桐壺の巻の次の部分である。黒川本では、
楊貴妃の形の
はなやかは
太 液 と 云 所 の 芙 蓉 に 似 た り 芙
蓉 は 蓮 の 事 也 長 恨 奇 に は
かやうに作たれとも筆かきり
あ り け れ は に ほ ひ す く な し 此 桐 壺 の 更 衣 の か た ら は 女
（ さ イ ）
（ た を や か に
郎 花 の か せ に な ひ く た る
よりもな
よひかに
（ヒ）
撫 子 の 露 に ぬ れ つ ろ よ り も ら う た く な っ か
し
や さ し ）
かりしけはひかたらは
( 1 0 ウ 2 1 10 )
と
なっている。この楊貨妃と桐壺の更衣とを個々
に 花 に た
と え る 場 面 は 、 「 源 氏 物 語 」 に お い て も 大
きな異
同 の あ る
部 分 で 、 原 典 の 三 系 統 の 本 文 は そ れ ぞ れ 次 の よ う に な っ てい る
。
0
青 表 紙 本 系 統 （ 「 大 成 」 本 文 ）
ゑにかける楊貿妃のかたらは
い み し き ゑ し と い へ と も
ふ
て
かきりあり
ければいとにほひすくなし太液芙蓉未
央柳もけにかよひたりしかたらを
か ら め い た る よ そ ひ
はうるわしうこそありけめなつかし
う ら う た け な
り し
を お ほ し い つ る に
（ 一 七 7 | 10 )
俗河内本系統（尾州家
本 ）
．．
ゑにかけるやうきひのか
た ら は い み し き ゑ し と い へ
と
もふてかきりありけれはい
と に ほ ひ す く な し た い え き
の
ふ よ う
も け に か よ ひ た り し か た ち い
ろあひからめい
たりけんよそひ
は
う ろ わ し う け ふ ら に こ そ
はありけめ
なつか
しうらうたけなりしありさまはをみなへしの風
になひきたるよりもなよひな
て し こ の つ ゆ に ぬ れ た る
よりも
らうたくなっかしかりしかたちけはひを
お ほ し
•いつるに
( 1 0 15 — ― - l )
⑥ 別 本 系 統 （ 陽 明 家 本 ）
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( 1 0 9
ー
10 )
こ れ らの諸本の比喩を表 に すろと次のようにな る 。
（表3)
ゑ に か
き たろやう＜ゐひ は い み し き ゑ し と い へ と も ふ
てかきり
ありけれはい
とにほひすくなしおはなの風に
なひきたるよりもなよひなてし
このつゆ に ぬ れ た る よ
り も な つ か し か り し
かたちけはひをおもほしいつるに
身 その中の一本なので当 然のこと で あ る が 、
河内本が この
部分
で 「 未 央 柳 」 を 消 去 し た 事 情 が 、
「 紫 明 抄 」 に 書 か れ
ており、
そ れ に よ る と 、
源光行
・ 親 行 父 子 が 河内本を 作 成
していた当時、
「ひ や うの柳といふ 一 句 を 見 せ けちに」
し
た 俊 成 所 持本（俊 成 は
、
籐 原 行 成 一 筆本によ り ｀ く セ ケ チ に
し た と い う ）はあったが、
「 未 央 柳 」の部分を 完 全 に 削 除
した本はなかった。
それを、
親 行 独 自の判 断 で 「 は し めの
未央の柳はよ
うなき物と見」て除いたとされて
いる。
つ ま
り 、
「未央柳」を含まない本文は河内本を起源としている
のであるから、
黒川本のこの部分の依拠本文は、
河内本系
であ る と 言 え る 。
．
以 上のように 、
黒川本の散文部分 は、
河内本系 と 別本系
の両 方の要 素 を 持 つ 両 者の 融 合 し た 本 文
で あ
り 、
それは和
歌 部 分の依拠本文と同様のものと考えられる。
このように、
黒 川 本 が 依 拠
し
た河内本系と別本
系の両 要
素 を 持 つ 本 文は、
現存 の 諸本
の中に見 出 し え な か っ た が 、
「源氏大 鋭 」の第 一 類本の成立 当 時 に は 、
そのような本文
をもつ一本が存在していた
ものと思われる。
（ 広 島 県 尾 道 市 立 向 東 中 学 校 教 諭 ）
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この表3ICよれば、黒11本と同じもは、『栢氏大a』
の”一疑本と、吊内茶船、賃系叩粉に収られ
ている。このうら、『ほ氏大錢』Il―翫本は品川自
頌ゞ 棗 JI* 
氏 鋭-n*棗二頂＊
大 硲二顛＊
茂 元四頷＊
青去誕＊
消n* 
9J 
臼物＊
隅明釈本
＊ 
e冬 ＊
変生＊
刷i!の更衣 掲貸妃
捐足女
宋；岱ほ想
子花花
oxo xo 
oxo xo 
X XX 00 
> X X 00 
OxO 00 
XX X 00 
oxo x―O 
oxo xo 
oox XX 
oox xo 
OOx 00 
